
中ノ口川

笠堀ダム嵩上（県）

大谷ダム

刈谷田川ダム

五十嵐川

刈谷田川

加茂市

三条市

新潟市
田上町

見附市

信濃川

大河津分水

信濃川本川

下条川

加茂川

：水位が高かった区間及び氾濫

した区間

：外水氾濫

：河道掘削

：築堤・堤防嵩上げ

：ダム嵩上げ

：遊水地

：漏水対策

刈谷田川遊水地
【凡例】
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田上町

Ｈ23.７新潟福島豪雨への対応 ～信濃川下流域の再度災害防止対策～

（事業内容は、今後の精査により変わることがあります）

（平成23年７月洪水被害等）

信濃川下流域では、新潟県と連携して、平成23年７月新潟・福島豪雨の再度災害防止
対策としての治水事業を実施しています。
信濃川下流域では、新潟県と連携して、平成23年７月新潟・福島豪雨の再度災害防止
対策としての治水事業を実施しています。

（再度災害防止対策としての治水事業）

加茂川・下条川改修（県）

五十嵐川改修（県）

中ノ口川改修（県）
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日本海

信濃川河道掘削（国）

信濃川築堤・堤防嵩上（国）

全体計画 H26まで H27（予定） H28以降

河道掘削 1902千m3 808千m3 341千m3 753千m3

全体計画 H26まで H27（予定） H28以降

築堤・堤
防嵩上げ

4,820m 4,120m 350m 350m

信濃川築堤（国）

全体計画 H26まで

築堤 272m 272m（完成）
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天野防災ステーション整備
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【H27年度新規事業】

○水防活動や災害復旧活動を円滑に実施できるよう、江南区天野地区にこれらの活動の基地
となる防災ステーションを整備します。

○防災ステーションには、ブロックや砂利・土砂などの水防資材の他、新潟市の水防団待機室
等を配置予定です。信濃川下流域には、新潟市南区赤渋と三条市上須頃にあります。

イメージパース

土砂、砕石、ブロックを備蓄し、
迅速に積込み・運搬できる
スペースやヘリ発着場を確保

田んぼダムモデル地区

位置図

新潟市

天野地区
河川防災ステーション

赤渋地区
河川防災ステーション

三条地区
河川防災ステーション



未来へつなぐ～7.13水害10周年シンポジウム【開催報告】

平成２６年８月２４日、水害に強い信濃川下流域づくり推進協議会（会長：新潟市長）主催の「7.13水害10周年シンポジウム」を開催しました。このシ

ンポジウムは、「平成１６年新潟・福島豪雨災害」から１０年目を迎えるにあたり、当時の被害とその後の歩みを再認識し、災害から得た教訓を生かして

いくことをテーマとし、約４００名の方が参加されました。（防災・減災新潟プロジェクト2014の1つ「7.13水害10周年事業」の一連行事として実施）

映像による7.13水害の振り返りの後、片田 群馬大学大学院教授から、「災害の教訓を生かすということ」と題した基調講演が行われ、その後、パネル

ディスカッションでは、水害発生から10年間の取組を振り返った後、今後、必要な取り組みとして、「防災教育を中心とした将来世代への取り組みが必要

である」など、パネリストから活発な議論が行われました。

参加者は、シンポジウムと合わせて行われた記録写真展や関係団体の展示ブースなども見学し、当時の水害を振り返ると共に、最近の日本各地での豪雨

災害が起こっていることから、いつまたこの地でも同じような水害が発生しないか、そのための備えと心構えを新たにしていました。

篠田 新潟市長の開会挨拶

國定勇人三条市長の閉会挨拶

野田 北陸地方整備局長の来賓挨拶 片田 群馬大学大学院教授の基調講演

パネルディスカッション 展示ブース

■開催日時 平成２６年８月２４日（日） １３：００～１５：４５

■会場 新潟県三条市須頃一丁目17 （燕三条地場産業振興センター）

■主催 水害に強い信濃川下流域づくり推進協議会（会長：新潟市長）

■Ⅰ部 「 7.13水害を振り返る」

■Ⅱ部 基調講演 「災害の教訓を生かすということ」 片田 敏孝（群馬大学大学院 理工学府 教授 ）

■Ⅲ部 パネルディスカッション 「7.13水害後の自助・共助・公助の進歩と今後進めるべきこと」

コーディネーター：片田 敏孝（群馬大学大学院 教授）

パネリスト：篠田昭 新潟市長、國定勇人 三条市長、久住時男 見附市長、李 仁鉄 ＮＰＯにいがた災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ事務局長、

高橋猛 新潟県土木部長、瀬﨑智之 信濃川下流河川事務所長

会場の様子 3


